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成長目標プランへの支援 

能力開発・育成プログラム

一人ひとりの能力を最大限に伸ばす「成長目標プラン」

はじめに

TDKでは、環境循環型企業の構築を目指し、本体・グループ
全社を挙げてゼロエミッション活動に取り組んで参りま
した。その結果、国内本体工場及び子会社は2003年度まで
にすべての事業所でゼロエミッションを達成し、海外事業
所は19ヵ所すべてで2006年度に達成いたしました。

TDKアモイの取り組み

海外生産比率は年々上昇しており、特に中国には過半が集中
しています。その一つが、フェライトコア、電源トランス、コ
ンデンサ、コイルなどの生産拠点であるTDKアモイ(TDK 
Xiamen Co., Ltd.)です。
TDKアモイでは以前より環境保護活動に力を入れ、国際標
準化機構が定めた環境マネジメント・システムである
ISO14001に関連する体制を構築してきました。

このたび、節水や省エネ活動によりアモイ市より「資源節約
先進企業」としての表彰を受けました(節水表彰は2006年5
月、資源節約表彰は2007年1月)。省エネ活動により原単位
使用エネルギーが改善されたこと(0.56トン標準石炭/万元)、
漏洩防止と節水で一日795トンの節水ができたこと、原単位
使用水量が改善されたこと(3.75トン/万元)などが、その理
由です。

具体的には、TDKアモイでは次のような取り組みを行いました。

                                まとめ

今後、海外での生産比率の上昇とともに、排出物の量・種類とも増加することが予想されます。TDKでは、これまで培ってきた技
術とノウハウをもとにゼロエミッション活動を継続し、資源循環型企業の構築を目指して、地球環境に貢献していきます。

TDKでは「企業は道場である」を人材育成の基本理念の一つ
の柱とし、「自律型人材の育成」すなわち、「自ら考え、主体的
にビジネス活動が行える人材」の育成に積極的に取り組んで
います。この教育理念の実現のために、TDKでは、2005年か
ら社員の能力を最大限に伸ばす全社運動として、「成長目標
プラン」を実施しています。

この「成長目標プラン」とは、期首目標設定の場で、社員と上
司が職務に必要な能力（知識・技能・資格等）を再確認し、能力
の伸長が必要なものを自己の成長目標として設定し、上司と
ともにその達成を目指すことで、社員一人ひとりの能力の成
長と業務成果への反映を促すものです。

環境循環型企業を目指して

TDKアモイの取り組み
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□目的・概要
社員が常に“自己成長”する風土をさらに推進していくため、2005年度・2006年度において、自己啓発キャンペーンを実施しまし
た。2005年度では、「自己成長や社会貢献を目的とした活動計画（チャレンジプラン）」を募り、入賞者に援助資金と有給休暇を付与。
2006年度は、「資格取得者の海外研修への参加（香港を予定）」「通信教育優秀修了者の受講料全額援助」を行いました。

□効果
キャンペーン実施の2005年以降、資格取得件数および通信
教育申込数とも増加しています。

□今後の予定
今後は、“キャンペーン”という組織的な啓蒙活動ではなく、
若手社員のキャリア開発目標設定を積極的に支援すること
により、自主的に自己成長を目指す仕組みをつくっていきた
いと考えています。

■ ファンの効率改善
大型ファン10台のモータを11kw⇒ 5.5kw、1台を18.5kw⇒ 7.5kw
に変更しました。負荷の低い2台を1台に統合し、1台を停止しました。

■ 空調冷却塔の改善
個別空調（大型水冷式）の冷却塔の運転を自動化しました。

■ 大型モータのコンデンサ容量を変更
コンプレッサ、冷却水ポンプなど大型設備のモータのコンデンサ容量
を減らし、損失を改善しました。

■ 圧縮空気配管改善
配管を太くして圧力損失を減らしました。コンプレッサにインバータ
を導入し、自動調節を可能にしました。

■ エアコン冷却塔の移設
中央空調機の冷却塔の近くに焼成区があり、放熱がよくないので、H棟
屋上の放熱がよい場所に移設しました。

■ 変圧器に自動力率調整器を取り付け
変圧器に自動力率調整器がついていないため、効率は0.87でしたが、
それをつけたため、効率は0.96まで改善されました。

■ 空調機制御を自動化
中央エアコンに自動制御装置を導入し、冷却効率を高めました。

■ 用水使用の改善
水の循環使用や蛇口改善などにより、一日2,900トンのうち約800トン
を節水しました。

　  キャリアップ
通信教育講座／社外セミナーを小冊子にまとめ国内子会社
含め社員全員に配布し、必要な時に適切な学習がスタートで
きるようにしています。通信教育が修了した場合には受講料
の一部を援助しています。

     TDK資格取得奨励制度
国家資格等が必要な業務に対する準備、およびプロフェッショ
ナル人材育成の一助として、業務に必要な国家資格、公的資
格等を整理し紹介しています。
資格を取得した社員には、その資格によって定められた資格
取得奨励金を支給し、難易度の高い資格を取得した社員には、
人事担当役員による表彰が行われます。

    その他の人材育成制度
『留学制度』
業務上必要な高度専門知識を有する人材を育成するために、
社内研修のみならず、社外の専門機関に中長期にわたり社員
を派遣し、プロフェッショナル人材を養成する制度です。経
営コース・法務コース・技術経営コースがあり、MBAやMOT
の学位を取得することも可能になります。
『部門別研修の促進』
全社教育体系とは別に、部門ニーズに即して、それぞれの職場
で自主的に教育研修を実施するために、部門での教育企画、運
営をサポートする制度を整えています。

洗浄水回収沈殿池

アセトン再生装置冷却水を緑地の散水に再利用

案内テキスト 受講申込専用サイト

地下消防配管を地上化し、
    漏水対策を徹底

計量器を設置し、
   常時監視、漏洩予防
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当社の社会貢献活動は、社是「創造によって文化、産業に貢
献する」という企業精神がベースになっており、人間の心を
高揚させ、感動を与えてくれるスポーツや芸術活動を支援
しています。 TDKは、世界陸上選手権の1983年第1回大会
より、オフィシャルパートナーとなり、現在は男子ゼッケン
スポンサーとして協賛しています。そして陸上競技を学ぶ

学生の技術と意識の向上を目的に、各大会組織委員会と協
力して、社会貢献プログラムを実施しています。また、音楽を
学ぶ人たちを対象にした世界一流のオーケストラの公開リハー
サル鑑賞、そしてそのオーケストラ楽団員に学校へ出向いて
演奏してもらうアウトリーチ（出張）ミニコンサートを実施
しています。

2007年5月、“TDK世界陸上イメージキャラクター”である
三段跳び金メダリストのクリスチャン・オルソン選手による
社会貢献プログラム「ヤングアスリートトレーニングプログ
ラム」を大阪の長居陸上競技場で行いました。関西学生陸上
競技連盟に所属する大学生跳躍選手約60名が参加。オルソ
ン選手は自身のコーチと一緒に、自分が普段行っているラン
ニングとストレッチを教え、1人ずつに跳躍の指導をしまし
た。TDKは過去にも、世界陸上選手権時に若年層への教育プ
ログラムを実施しており、今後も本選手権に絡めた教育プロ
グラムを実施していく予定です。

スポーツ＆音楽教育プログラム

「有名陸上選手による訪問指導」と
「公開リハーサル・アウトリーチミニコンサート」

●公開リハーサル鑑賞
2001年からスタートしたTDKオーケストラコンサート公
開リハーサルは、普段なかなか目にすることのできない世界
の一流指揮者と楽団員が行う、生のリハーサル現場に立ち会
い、その音作りを体験するという貴重なプログラムです。
2006年は、ユーリー・テミルカーノフ氏が率いるロシアの
サンクトペテルブルグ・フィルハーモニー交響楽団の公演に、
音楽を勉強している学生の方を150名ご招待しました。さら
に、学生の方から指揮者や楽団への質問も募集。その主な質
問に対する回答をリハーサル当日に配布しました。

学生に跳躍のアドバイスをするオルソン選手

●アウトリーチミニコンサート
次代を担う若い人たちに、世界一流のオーケストラ団員に
よる演奏を目の前で鑑賞することで、本物のクラシック音楽
に触れてもらい、興味や親しみを持ってもらいたいという思
いから、2003年より弊社が協賛するオーケストラコンサート
の楽団員に、ボランティアで小中学校を訪問し、演奏してい
ただく企画を実施しています。2006年は、サンクトペテルブ
ルグ・フィルハーモニー交響楽団の金管楽器首席奏者“ロシ
アン・ブラス”による高校生へのレッスンとミニコンサートを、
都内で行ないました。

スポーツ教育プログラム

音楽教育プログラム

公開リハーサル鑑賞に招待された学生たち

ロシアン･ブラスによるレッスン

Hi g h l i g h t sg h l i g h
ハイライト

3 社会貢献
社 会 編

S o c i a l  R e p o r t
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仕組みの
Qual i ty

技術の
Qual i ty

人の
Qual i ty

「TDK固有の仕組み」と国際標準規
格ISO9001を融合させた独自のシ
ステムがTQS9000。その全社的徹
底と改善により、品質保証活動
のレベルアップを推進し
ています。

不具合未然防止のために品質保証
情報をコンピュータに蓄積。その
活用により、予防処理に重点を置
いた継続的な品質向上活動を展
開しています。

教育、訓練、改善活動による、社員
一人ひとりの品質意識と実務知識
のレベルアップ。その継続的向上
によって、全社員参加の品質保
証活動が続けられています。

お客様との関わり  
あらゆるお客様に応える品質水準を目指します。

TDKの考える品質保証
TDKでは、品質保証の基本理念として“ゼロデフェクトの追求” 
を掲げています。出荷段階の“ゼロデフェクト”はもちろん、流
通段階、セットメーカー様のご使用段階、最終ユーザー様のご
使用段階、そして廃棄にいたるまでの“ゼロデフェクト”を追求
していきます。そして全世界のあらゆるお客様と法規制の要求
に応える品質水準を実現するために「仕組み」「技術」「人」の３
つのQualityをテーマに“ゼロデフェクト”を展開し、「国内外の
どの拠点で製造されたTDK製品も、まったく同じ品質である
こと」「その品質は、全世界のあらゆる市場と法規制の要求に
応える国際水準ナンバーワンであること」「さらに、それは、お
客様の要求を満たすことはもちろん、他のお客様にも紹介し
たくなるほどの品質であること」を目指していきます。

TDKでは次の3つの方法で「お客様満足度」を把握し、お客様に、品質・
コスト・納期・環境・サービス面で総合的にご満足いただけることを目指しています。

■ お客様にTDKを評価していただく「サプライヤー評価情報」を設計にフィードバックし、CS向上を図っています。
■ お客様からいただく「製品苦情情報」をオンラインで関連部門に送り、すばやいアクションに結びつけることでCS向上を図っています。
■ 営業担当がお客様の立場で評価する「CS評価」により、お客様の不満の内容を関連部門にフィードバックし、CS向上を図っています。

電子部品におけるCS（お客様の満足）活動

TDKの開発・量産化の品質システム

TDKが生産する製品は、世界各地域を問わず、TDKの
品質マネジメントシステムにもとづいて設計・生産さ
れ、品質保証されたものです。安全性、信頼性、製品含
有化学物質については、独自の基準・規程を制定し、そ
の徹底を図っています。

品質マネジメントシステム

設計審査は、設計開発部門だけでなく、品質保証部門
をはじめ関係部門が参加して行われています。その目
的は、開発構想から最終試作にいたる各段階のあらゆ
る問題点をチェックし、量産に移る前に品質問題の発
生を未然に防ぐためにあります。

新製品開発の各段階で実施される
設計審査により、高品質を保証

商品企画審査 市場動向／他社品比較

開発の実現性審査／要求品質への適合性審査／
PLP（製造物責任予防）・EMC・安全規格・適用法令の審査／
特許・製品アセスメント審査

目標品質への試作品品質の適合性審査／
信頼性・安全性の審査／特許・製品アセスメント審査

目標品質への最終試作品品質の適合性審査／
特許・製品アセスメント審査／生産準備状況の審査

品質責任者による審査と新製品認定

初回品確認／初期流動管理／新製品認定後の量産品チェック

お客様からのフィードバック／お客様満足度調査／
品質問題への対応

開発構想段階の設計審査

設計試作段階の設計審査

最終段階の設計審査

品質認定

生産

市場

※ゼロデフェクト（Zero Defect）：無欠陥のこと。
　TDKでは不具合ゼロの意味で使っています。




